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・大学院入学式
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４月13日より、駒場キャンパス・900番教室において、
学術俯瞰講義第二弾が始まった。初回は佐々木前総長に
よる「権力と自由」に関する講義であった。ここでは、
学術俯瞰講義の目的・意義、今シリーズ（平成18年度夏
学期）の講義内容等について紹介する。
１．学術俯瞰講義とは

今日、学術の先端においては、旧来の学問領域の融合
化により新たな学際領域が生まれるとともに、学問分野
の細分化が進んできている。このようなダイナミックな
学術の進展の結果として、一つひとつの先端学問分野が
他の分野とどう繋がり、より広い学問領域の中でどのよ
うな位置にあるのかを把握することが難しくなってきて
いる。「学術俯瞰講義」は、このような状況のもと、小
宮山総長の発案により平成17年度冬学期から駒場Ⅰキャ
ンパス（教養学部）で開始された１、２年生向けの新し
い講義（主題科目「テーマ講義」）である。「学術俯瞰講
義」は、現在急速に広がりつつある「知」の全体像を提
示し、一つひとつの学問研究が互いにどのような関連に
あり、全体としてどのような構造になっているかを理解
してもらう内容となっている。昨年度冬学期は、「物質
の科学－その起源から応用まで－」が開講されたが、今
学期は、第二弾「社会の形成－人間はいかに共生してき
たか－」を開講し、社会科学を横断する斬新な講義を展
開する。

「学術俯瞰講義」第二弾：「社会の形
成」の開講

教育企画室

２．講義の公開

「学術俯瞰講義」は、前期課程の正規の授業科目とし
て開講されるものであり、他の科目と同様に一般には公
開しない。しかし、世界中のどこからでも本学の高度な
教育活動の成果を共有することができる「知の開放」プ
ロジェクトの一環として、既に先学期の「物質の科学」
のコンテンツは、UT OCWで公開されている。

■UT OCW（東京大学オープンコースウェア）

http://ocw.u-tokyo.ac.jp/

また「iTunes ミュージックストア」からダウンロー
ドして、携帯音楽プレイヤーで気軽に閲覧することもで
きる。今学期以降の「学術俯瞰講義」も順次そのような
形で公開される予定である。
３．平成18年度夏学期「社会の形成 －人間はいかに共

生してきたか－」

開講場所　　教養学部900番教室
開講時限　　木曜日５時限（16:20～17:50）
コーディネータ：森田朗教授（東京大学大学院公共政策
学連携研究部長）
現代社会は、国際化、情報化、少子高齢化など複雑な

課題に直面している。今後平和で豊かな社会を形成して
いくためには、こうした課題に取り組み解決していかな
くてはならない。政治、経済、社会、歴史などを対象と
する社会科学は、複雑な社会現象を解明し、課題を解決
するための多くの理論や知識を蓄積してきた。しかし、
他方で、学問領域が細分化し、私たちが直面している現
象をトータルに理解することが難しくなっていることは
否めない。各学問領域の研究が、現実の社会現象を理解
し、課題を解決する上でどのように役立つのか。そもそ
もそれぞれの学問が社会現象をどのように捉え、解明し
ようとしているのか。またこれまで社会における人間が
どのように捉えられ、どのような理念に基づいて社会が
形成されてきたのか。こうした各学問領域の最先端の知
識と現実の社会との結びつきを、これから多様な学問領
域においてより高度な知識を学ぼうとしている学生諸君
に対し、人類がいかに社会を形成し共生してきたかに焦
点をあてて、わかりやすく解説する。
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１）「権力と自由の生態について」

佐々木毅（前東京大学総長）
●第１回　４月13日（木）
権力／自由の相互規定関係
●第２回　４月20日（木）
政治権力の制度化～立憲主義をめぐって～
●第３回　４月27日（木）
政治権力と参加～民主主義をめぐって～
●第４回　５月11日（木）
政治権力と境界線～主権国家をめぐって～
【概要】 政治現象を理解する上で欠かせないのが権力
の理解である。権力現象は複雑多岐にわたるが、それは
人間の自由の現われと表裏一体の関係にある。政治権力
の誕生はその中の着目すべき独特の現象であることを念
頭に、その生態の現代にまで及ぶ基本的特性を把握す
る。
２）「経済を軸にみるアジア世界　歴史と現状」

原洋之介（元東京大学東洋文化研究所長）
●第５回　５月18日（木）
アジアの多様な生態と歴史の構造
●第６回　５月25日（木）
大文明圏　中国とインド
●第７回　６月１日（木）
周辺文明圏　東南アジア
●第８回　６月８日（木）
21世紀における日本とアジア
【概要】 アジアには多様な生態系をもった地域があり、
古い時代からその間を繋ぐ交易活動が盛んであり続けて
いる。この講義では、商品の交易という視点からアジア
の歴史と現状を大きく俯瞰することを通じて、経済社会
の多様な成り立ちと、それらの共存の条件を探ってい
く。
３）「世界システムという社会？」

田中明彦（東京大学情報学環教授）
●第９回　６月15日（木）
世界システムについてのさまざまな見方
●第10回　６月22日（木）

政府のない社会における共生？
●第11回　６月29日（木）
近代世界システムと21世紀の世界システム
●第12回　７月６日（木）
世界システムの中の地域化─東アジアという事例
【概要】 国境や民族の境を超える人々の相互作用は、
「社会」を形作るのだろうか。そのような「大きなシス
テム」にはどのような特徴があると考えられてきただろ
うか。一般的に政府が存在しないとき、人々はどうやっ
て共生するのだろうか。21世紀の世界は、これまでの世
界と比べて、何が変化してきたのか。現在の東アジアの
動向を、どのように理解したらよいか。人文社会科学の
さまざまなアプローチを検討しつつ、これらの問題を考
える。
４）「社会の形成と社会科学」

森田朗（東京大学大学院公共政策学連携研究部長）
●第13回　７月10日（月）
共生のメカニズム─俯瞰講義を俯瞰する─
【概要】 ３人の先生方による12回の講義を総括して、
社会現象を異なる学問的切り口から見た像を合成し、立
体的な全体像を示すことを試みる。そして、社会科学の
概念や理論というツールを用いて、現実の課題をどのよ
うに分析・理解し、解答をみいだすべきか、その可能性
と学問的考察の魅力について論じる。

フジサンケイビジネスアイ主催の「第３回日台文化交
流青少年スカラシップ作文部門」で、全国556点の応募
作品の中から審査の結果、日本・台湾交流への熱き思い
を語った本校１年生（現２年生）の角健士君と関野安奈
さんの２人の作文が優秀賞を受賞した。また、１年生
（現２年生）の浜脇裕太君の作文も佳作となった。なお、
もう一人の優秀賞受賞者は、他校の高校３年生であった。
角君と関野さんには、副賞として「台湾研修旅行」が贈
られた。３月23日に東京の台北駐日経済文化代表處で表
彰式が行われた後、そのまま成田から台北へ行き、３月
29日まで６泊７日の行程で、台湾の行政院新聞局、台湾
師範大学附属高級中学、東呉大学、奇美博物館、故古博
物館、二二八祈念館、10101ビル、中正紀念堂、自由時

日台文化交流の作文で附属中等教育
学校の生徒２名が優秀賞受賞

大学院教育学研究科・教育学部

講義を行なう佐々木毅前本学総長
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報、淡江大学、野柳海岸などを訪れた。また、李登輝前
総統を表敬訪問して李氏のサインもいただいた。角君は、
「国が違い言葉も違うので出発前は心配したが、台湾の
人が暖かく迎えてくれてうれしかった」という感想をも
ち、関野さんは「国立台湾師範大学附属高級中学で同じ
中１の生徒たちと一緒に学べたのが良かった」と述べて
いる。２人とも春休み中に貴重な経験することができ
た。

４月７日（金）、教育学部附属中等教育学校において、
平成18年度入学式が行なわれ、第61回生120名が迎えら
れた。金子元久教育学部長、吉野正巳学生部長、江原勉
教育学部事務長、その他の来賓の方々にご出席いただき、
管弦楽部の快い演奏の中での温かな入学式となった。

衞藤å学校長は、「失敗を恐れずにそこから学び謙虚
に他の人の意見を受け入れ、自主的で自立した人間にな
ってほしい。一人一人豊かで思い出深い６年間を送って
もらいたい」と祝辞を述べた。
金子元久教育学部長からは、「教育の世界が大きな転

換点を迎えているが、本校がその新しい方向性の一つの
モデルとなっている。保護者にも本校の教育への理解と
協力をお願いしたい」と心強い祝辞をいただいた。

吉野正芳文部科学大臣政務官は４月17日（月）、岐阜
県神岡町にある東京大学宇宙線研究所附属神岡宇宙素粒
子研究施設のスーパーカミオカンデがほぼ全面復旧した
ことに伴い同施設を視察された。スーパーカミオカンデ
は、平成13年11月の事故により観測能力が落ちていた。

政務官は、坑内で鈴木洋一郎宇宙線研究所長、黒田和
明副所長、中畑雅行神岡宇宙素粒子研究施設教授らの歓
迎を受け、鈴木所長から施設の概要説明を受けられたの
ち、スーパーカミオカンデ水槽の上面からゴンドラに乗
り、復旧した水槽内の光電子増倍管などをご覧になった。
「ニュートリノ研究の成果が社会に貢献できるか？」と
いった質問から量子力学、天文学の分野まで熱心に質問
されていた。その後、神岡地下で展開されているいくつ
かの地下実験のうち、将来の重力波望遠鏡の試験機の実
験現場をご覧になり、日本のレーザー技術、鏡の高性能
化に驚き、興味深く質問をされていた。地下で行われて
いるニュートリノなどの最先端の『宇宙観測』実験に理
解を深められた視察であった。なお、政務官視察に際し
て、小桐間学術機関課研究調整官、吉井研究支援係主任、
横井稔秘書官事務取扱らが随行した。

教育学部附属中等教育学校平成18年
度入学式行なわれる

大学院教育学研究科・教育学部

吉野正芳文部科学大臣政務官、スー
パーカミオカンデを視察

宇宙線研究所

角健士君・関野安奈さん・浜脇裕太君（左より）

ＳＫ入り口で鈴木所長の説明を受けられ、質問される吉野政務官。
左から、鈴木所長、吉井研究支援係主任、横井稔秘書官事務取扱、吉野
政務官、小桐間学術機関課研究調整官

祝辞を述べる金子元久教育学部長

ゴンドラで水槽内部へ降りられる吉野政務官。
左から横井稔秘書官事務取扱、吉野政務官、鈴木所長
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平成18年度入学者数、決まる

学生部

合　格　者　数
入　　学 募集人員

定員外の入学者数

科　　類 入学定員
一般選抜

特別選考
合　計 辞退者数 入学者数 との差

国 費 特別選考 入学者総数

（第２種） 留学生等 （第１種）

文科一類
415 416 9 425 1 424 +9 4 1 429

（415） （416） （5） （421） （0） （421） （+6） （4） （1） （426）

文科二類
365 366 3 369 0 369 +4 2 4 375

（365） （367） （4） （371） （1） （370） （+5） （2） （3） （375）

文科三類
485 489 4 493 2 491 +6 6 2 499

（485） （489） （4） （493） （1） （492） （+7） （8） （0） （500）

理科一類
1,147 1,170 3 1,173 3 1,170 +23 16 5 1,191

（1,147） （1,171） （5） （1,176） （1） （1,175） （+28） （22） （5） （1,202）

理科二類
551 569 5 574 2 572 +21 2 3 577

（551） （569） （3） （572） （1） （571） （+20） （0） （3） （574）

理科三類
90 90 0 90 0 90 0 0 0 90

（90） （90） （0） （90） （0） （90） （0） （0） （0） （90）

合　　計
3,053 3,100 24 3,124 8 3,116 +63 30 15 3,161

（3,053） （3,102） （21） （3,123） （4） （3,119） （+66） （36） （12） （3,167）

平成18年度新入生の人数は次の通りである。

（注）１．（ ）内は、昨年度を示す。
２．国費留学生等の人数には、国費留学生の他に政府派遣留学生、日韓共同理工系学部留学生を含む。
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教養学部（前期課程）から専門分野へ進学しようとする学生に対し、進学に関する諸問題について個人的な指導や相
談にあたる今年度の進学指導担当教員は、次のとおりである。

平成18年度進学指導担当教員、
決まる

学生部

学部 進学指導担当学科 職　名 氏　　　　名 連絡先（内線）
法 全　　　　　　　　　　　　　　　類 教　授 馬場　康雄 23219

医
医学科 教　授 栗原　裕基 23495

健康科学・看護学科 教　授 數間　惠子 23506

社会基盤学科 助教授 中井　　祐 26134

建築学科 助教授 西出　和彦 26168

都市工学科 教　授 古米　弘明 26239

機械工学科 教　授 荒川　忠一 26438

産業機械工学科 助教授 村上　　存 26327

機械情報工学科 教　授 廣瀬　通孝 26376

航空宇宙工学科 教　授 李家　賢一 26595

電気工学科 助教授 古関　隆章 26676

工
電子情報工学科 助教授 苗村　　健 26668

電子工学科 助教授 池田　　誠 26661

物理工学科 教　授 土井　正男 26821

計数工学科 教　授 杉原　正顯 26955

教　授 満渕　邦彦 26880

マテリアル工学科 教　授 渡邉　　聡 27135

応用化学科 助教授 河野　正規 27204

化学システム工学科 助教授 大久保達也 27348

化学生命工学科 教　授 小宮山　眞 55200

システム創成学科 教　授 須賀　唯知 26491

文 全学科 助教授 鈴木　　淳 23785

数学科 助教授 辻　　　雄 （駒場・数理）47036

情報科学科 教　授 辻井　潤一 24098

物理学科 教　授 宮下　精二 24192

天文学科 教　授 尾中　　敬 24261

地球惑星物理学科 教　授 日比谷紀之 24303

理 地球惑星環境学科 教　授 松本　　良 24522

化学科 教　授 長谷川哲也 24353

生物化学科 教　授 深田　吉孝 24381

生物学科（動物学） 教　授 岡　　良隆 24438

生物学科（植物学） 教　授 福田　裕穂 24461

生物学科（人類学） 講　師 井原　泰雄 24483

一類
応用生物学専修 教　授 岸野　洋久 25066

環境生物学専修 教　授 田付　貞洋 25060

農
緑地環境学専修 助教授 大黒　俊哉 25049

生産生物学専修 教　授 田付　貞洋 25060

二類
生命工学専修 助教授 若木　高善 25152

生命化学専修 講　師 三坂　　巧 28118

平成18年度進学指導担当教員名簿 平成18年4月現在
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学部 進学指導担当学科 職　名 氏　　　　名 連絡先（内線）
三類
森林生物科学専修 教　授 鈴木　雅一 25214

森林環境科学専修 助教授 龍原　　哲 25201

森林資源科学専修 〃 〃 〃
四類
水圏生命科学専修 教　授 古谷　　研 25293

水圏環境科学専修 〃 〃 〃
水圏生産科学専修 〃 〃 〃

五類
比較農業・経済学専修 助教授 木南　　章 25316

開発政策・経済学専修 教　授 泉田　洋一 25463

農
六類
地域環境工学専修 教　授 大政　謙次 25340

生物システム工学専修 教　授 蔵田　憲次 25353

七類
環境共生システム学専修 教　授 太田　正光 25248

植物資源プロセス学専修 助教授 松本　雄二 25262

八類
獣医学専修 助教授 金井　克晃 25409

九類
フィールド科学専修 教　授 井出　雄二 25490

国際開発農学専修 教　授 黒倉　　壽 27500

十類
動物生命システム科学専修 助教授 田中　　智 25372

経済
経済学科

助教授 大橋　　弘 25511
経営学科
超域文化科学科 教　授 北川　東子 （駒場）46344

地域文化研究学科 教　授 石田　勇治 （駒場）46340

総合社会科学科 教　授 後藤　則行 （駒場）46473

教養 基礎科学科 助教授 前田　京剛 （駒場）46747

広域科学科（広域システム） 助教授 増原　英彦 （駒場）46679

（人文地理） 助教授 松原　　宏 （駒場）46254

生命・認知科学科 助教授 丹野　義彦 （駒場）46265

教育 総合教育科学科 教　授 金森　　修 23963

薬 薬学科 教　授 松木　則夫 24780

備考：連絡先電話番号　本郷（ダイヤルイン） 5841－（内線番号の下４ケタ） 駒場（ダイヤルイン） 5454－（内線番号の下4ケタ）
駒場・数理（ダイヤルイン） 5465－（内線番号の下4ケタ）
例）内線2○○○○の場合　→　5841－○○○○
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地球上で毎年８億人分の食糧が作物の病気により失わ
れています。一方、野菜工場など超集約的な農業が成長
し、家庭園芸を楽しむ人口も増加しています。このため、
病気の診断・治療・予防を担う「植物病院」の設立が期
待されています。今春「植物医師」養成や「植物病院」
ネットワーク構築に向け「植物医科学寄付講座」が㈱池
田理化の寄付により設置されました。本シンポジウムで
は、人口問題、環境問題、食糧問題など地球規模の問題
に深く関わる「植物病」の解決に視点を置き、そこから
見えてくる環境保全型農業を推進するにはどのようにし
たらよいか、植物医科学の果たす役割を皆さんと共に考
えてみたいと思います。多数の方々のご来場をお待ちし
ております。
■主催 農学生命科学研究科生産・環境生物学専攻
■日時 5月24日（水）13:30～17:00

■場所 東京大学農学部弥生講堂
■参加申込事前登録制（満席でない場合のみ当日参加可）
詳細はホームページをご覧下さい。
http://www.a.u-tokyo.ac.jp/topics/kinenshinpo.html

■プログラム

開会挨拶：會田勝美（大学院農学生命科学研究科長）
基調講演：植物医師の養成と植物病院の設立に向けて
難波成任（大学院農学生命科学研究科 教授）
特別講演　植物病理学と環境保全型農業

陶山一雄（東京農業大学 理事・教授）
挨　拶　　研究科との出会いと講座寄付に至るまで

木崎民生（㈱池田理化　社長）

植物医科学寄付講座設立記念シンポジウム
「植物医科学と環境保全型農業」の開催につい
て

農学生命科学研究科・農学部

パネルディスカッション
「環境保全型農業の推進と植物医科学の役割」
コーディネータ
根本圭介（大学院農学生命科学研究科 教授）
パネリスト
小川　奎（農業・食品産業技術総合研究機構理事）
生源寺眞一（大学院農学生命科学研究科 教授）
杉山信男（大学院農学生命科学研究科 教授）
田付貞洋（大学院農学生命科学研究科 教授）
西尾　健（農林水産省 農林水産政策研究所長）
松島義幸（キリンアグリバイオカンパニー社長、
JFMA副会長）

環境安全本部では、『野外活動における安全衛生管
理・事故防止指針』という冊子マニュアルを作成しまし
た。現在、本学の部局において、野外調査（フィールド
ワーク）、野外観測、研究や観測の一部を野外にて行う
もの、観測船などによる調査、学生を引率しての野外実
習、巡検など、野外における教育研究活動は活発に行わ
れておりますが、その一方で、新しいデータや知見を得
るための野外活動には、さまざまな危険が伴います。み
ずから命を落としたり、第三者を巻き込むような事故が
起きる可能性も否定できません。このような状況を踏ま
えて、『野外活動における安全衛生管理・事故防止指針』
は野外活動の初心者にも理解しやすく、かつ携帯するに
も便利なポケットサイズの大きさ（182×115ｍｍ）でま
とめました。平成18年４月１日から施行された「東京大
学の野外における教育研究活動に関する安全衛生規程」
に基づき、この冊子マニュアルは安全衛生管理体制の不
備や準備・情報不足で起こる事故を限りなくゼロに近づ

環境安全本部

『野外活動における安全衛生管理・事故防止指
針』（冊子マニュアル）が出来ました！
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■曲目 J・S・バッハ　６つの無伴奏チェロ組曲より
第１番　ト長調（BWV 1007） 第３番　ハ長調
（BWV 1009） 第6番　ニ長調（BWV 1012）
■演奏 鈴木秀美
■問い合わせ先 東京大学大学院総合文化研究科・教養
学部オルガン委員会　
http://organ.c.u-tokyo.ac.jp

５月20日に中野区の教育学部附属中等教育学校で恒例
の体育祭が行われます。この学校の体育祭の特徴はその
企画・運営を全て生徒が行っているということです。体
育祭の予行が行われる際も、教員は見守ったり相談に乗
ったりするだけで直接声をかけることはほとんどありま
せん。走り回って生徒たちを動かしているのは実行委員
の生徒たちです。今年度体育祭実行委員長の加藤尋子さ
ん（５年生）に話を聞きました。
「東大附属の体育祭は１年生から６年生まで、年齢差

は大きいけれど仲良く団結して出来ることが特徴です。
今年は競技に参加している人もしていない人も楽しめる
体育祭にしたいですね。必見の競技はまず、『男子の騎
馬戦』。迫力があって、最後の大将戦は緊張感があり、
特に面白いです。また、長い棒を３人で立て、その上に
旗を立てる『東大連峰』という競技も必見。それから最
後に行われる『色別リレー』も面白いですよ。１年から
６年まで参加するリレーで、得点が高く逆転も狙えるの
で盛り上がります」。
お時間のある方はぜひいらしてください。

■開催日時 ５月20日（土）9:00～15:00

け、事故が起こった際には、被害を最小限にとどめて、
迅速に最善の対応策を講じるということが明確に把握で
きるよう構成しました（前半I～IV章「野外活動に行く
前に」、「野外活動中の注意事項」、「もし事故が発生した
ら」、「補足事項」。後半Ｖ章「応急処置」。資料「東京大
学の野外における教育研究活動に関する安全衛生規程」
を含む）。環境安全本部としては、本学における野外の
教育研究活動が、この冊子マニュアルに基づいて、より
活発に行われることを期待しています。なお、環境安全
本部のホームページのトップから、PDF版をダウンロー
ドすることもできますので、興味のある方は是非ご覧く
ださい！
http://www.adm.u-tokyo.ac.jp/gakunai/office/anzenei-

sei/index.html

教養学部では、新たな企画としてはじまった＜室内楽
演奏会＞の２回目を次のとおり開催いたします。このた
びは、世界的な名声を博しておられる鈴木秀美氏をお迎
えし、バッハの無伴奏チェロ組曲をお楽しみいただきま
す。どうぞご期待ください。
入場は無料です。ホームページを開設しておりますの

で、ぜひご覧ください。
■日時 ６月８日（木）18:30開演（18:00開場）
■場所 教養学部900番教室（講堂）

大学院総合文化研究科・教養学部

第2回室内楽演奏会の開催

大学院教育学研究科・教育学部

教育学部附属中等教育学校体育祭

昨年の体育祭の様子（東大連峰）
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スターしましょう。リニューアルした“東京大学OPAC”
（蔵書目録データベース）の使い方を中心に、図書館の
蔵書を検索できるいろいろなデータベースを紹介しま
す。
■電子ジャーナルを利用するには？（60分）

電子ジャーナルを利用すると読みたい論文をネットで
素早く入手できます。電子ジャーナルにアクセスする方
法や代表的な出版社の電子ジャーナルサイトを例にとっ
て実際の利用方法を解説します。
■データベースユーザートレーニング

特定のデータベースについて、検索実習をまじえながら
解説するコースです。
【５月のデータベース】
■FELIX と　CiNii（60分）

FELIX（フェリックス）は日本語論文（雑誌記事索
引）、欧文の論文（Swet Scan）、人文社会科学系の欧文
の論文（PCI）を検索できる、目次情報検索システムで
す。CiNii（サイニイ）は国内の論文、学協会誌、大学
の研究紀要を中心とした論文情報データベースで、一部
のデータは本文にリンクしています。

＜５月下旬～６月の予告＞

分野別のデータベースユーザートレーニングを計画中
です。コース詳細・日程・申込方法などは、決定次第、
本紙「学内広報」および下記のサイトに掲載しますので
ご覧ください。
http://www.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/gacos/training.html

◆総合分野

・JapanKnowledge（5/29 15:00-16:30）
・LexisNexis Academic など
◆人文社会科学系分野

・InfoTrac Custom
・ASSIA／LLBA
・Literature Resource Center with MLA
・EBSCOhost
・PsycINFO など
◆自然科学系分野

・ProQuest Agricola Plus Text
・SciFinder Scholarなど
■問い合わせ先

学術情報リテラシー係（22649）
E-mail:literacy@lib.u-tokyo.ac.jp

液体窒素・液体ヘリウム利用者を対象にした講習会を
下記の要領にて開催いたします。この講習会は高圧ガス
保安法で義務づけられている保安教育の一環として行う
ものです。対象者は、主として今年度入学の修士課程一
年生等新たに寒剤を利用し始める学生及び教職員です。
研究室の該当者は、必ず出席するようにお願いいたしま
す。なお申し込み方法は低温センターホームページ低温
講習会についてをご覧のうえ、５月19日（金）までにお
申し込みください。
http://www.crc.u-tokyo.ac.jp/

■日時 ５月23日（火）15:00～17:00

■場所 武田先端知ビル５階　武田ホール
■講習内容

○ 高圧ガス保安法の概要
○ 高圧ガス容器の取り扱い方
○ 液体窒素・液体ヘリウムの特性と取り扱い方
○ 実際の利用手続き、事故例の紹介
○ 共同利用装置について
■連絡先 低温センター技官室（内線22862）

情報基盤センター図書館電子化部門では“情報探索ガ
イダンス”として、レポート・論文作成や学習・研究に
役立つ各種のコースを実施します。５月に開催するコー
ス、スケジュールは下記のとおりです。東京大学にご所
属であれば、学生・教職員を問わずどなたでも参加でき
ます。お気軽にご参加ください。
■会場

本郷キャンパス総合図書館１階　講習会コーナー
■定員

12名（先着順。予約不要。直接ご来場ください）
■各コースの内容

テーマ別ガイダンス：毎回１つのテーマについて、検索
実習をまじえながら解説するコースです。

【５月のテーマ】
■図書館の蔵書を検索するには？（60分）

東京大学および学外の図書館も含めて、図書館の膨大
な蔵書を活用するために、ネットでできる蔵書検索をマ

情報基盤センター

情報探索ガイダンス　各種コース開催のお知
らせ

低温センター

保安教育『低温講習会』のお知らせ
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Database User Training (English Session)

■Electronic Journals Course
5/22 16:30～17:30

This course covers the fundamental aspects

involved when consulting electronic journals.

Explanations about the search functions of publishers

such as Science Direct, Springer Link and Wiley Inter

Science can be tailored to include examples in your

specific field of research.

■Web of Science Course
6/20 15:00～16:00

Apart from the usual keyword search functions, this

database allows to find: 

- cited materials (articles cited by a particular article) 

- citing materials (articles citing a particular article) 

- related materials (other articles sharing a reference

with a particular article) 

Search results can be analyzed according to author

name, author affiliation, field, and year of publication.

月 火 水 木 金

5/8 5/9 5/10 5/11 5/12

16:30-17:30

図書館の

蔵書を検索

するには？

5/15 5/16 5/17 5/18 5/19

15:00-16:00

電子ジャー

ナルを利用

するには？

5/22 5/23 5/24 5/25 5/26

English 11:00-12:00

Session FELIX

6:30-17:30 とCiNii

Electronic

Journals

5/29 5/30 5/31

15:00-16:30

Japan

Knowledge
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行事名 日時 場所 連絡先・ＨＰ等
東洋文化研究所池本研究室　担当：大城
TEL:03-5841-5877 FAX:03-5841-5899
E-mail:coffee_salon_ioc@yahoo.co.jp

社会科学研究所 ＣＲＥＰ事務局
E-mail:crep@iss.u-tokyo.ac.jp

※申し込み受付は5月19日まで
低温センター　http://www.crc.u-tokyo.ac.jp/

※参加申込事前登録制　生産･環境生物学専攻事務
TEL：03-5841-5040 FAX：03-5841-8168
e-mail：unemoto@mail.ecc.u-tokyo.ac.jp
http://www.a.u-tokyo.ac.jp/index.html

山上会館　大会議室

社会科学研究所大会議室

武田先端知ビル5階　武田ホー
ル

農学部弥生講堂

5月10日（水）
18:00～

5月23日（火）15:00～

5月23日（火）15:00～

5月24日（水）13:30～

東文研セミナー
Women in Coffee Leadership
～コーヒー産業と女性のリーダーシップ～

CREP月例セミナー
日本企業の開発輸入契約
報告者：久田眞吾（あさひ・狛法律事務所／弁護士）

低温講習会
※24ページ参照

植物医科学寄付講座設立記念シンポジウム
「植物医科学と環境保全型農業」

※入場無料
大学院総合文化研究科・教養学部オルガン委員会
http://organ.c.u-tokyo.ac.jp

教養学部900番教室6月8日（木）18:30～
（18:00開場）

教養学部第2回室内楽演奏会
J・S・バッハ 6 つの無伴奏チェロ組曲より
演奏鈴木秀美　※23ページ参照

社会科学研究所 ＣＲＥＰ事務局
E-mail:crep@iss.u-tokyo.ac.jp社会科学研究所大会議室6月20日（火）15:00～

CREP月例セミナー
最適通貨圏の形成：Euroと東アジアの場合
報告者：大瀧雅之（社会科学研究所）

（財）東京大学綜合研究会　担当：徳久
TEL:03-3815-8345 FAX:03-3816-3913
http://www.u-tokyo.ac.jp/gen03/d04_01_01_j.html

総合研究博物館
ハローダイヤル 03-5777-8600
http://www.um.u-tokyo.ac.jp/annex/

総合研究博物館
ハローダイヤル 03-5777-8600
http://www.um.u-tokyo.ac.jp/

※先着順12名、予約不要
情報基盤センター学術情報リテラシー係
E-mail:literacy@lib.u-tokyo.ac.jphttp://www.dl.itc.u-
tokyo.ac.jp/gacos/training.html

http://high-school.c.u-tokyo.ac.jp/index.html

生産技術研究所　総務課広報企画係
TEL  03（5452）6017～8 FAX 03（5452）6073
http://www.iis.u-tokyo.ac.jp/announce/

大講堂（安田講堂）

総合研究博物館小石川分館

総合研究博物館本館

総合図書館
１階　講習会コーナー

教養学部
11号館 2階1106教室

生産技術研究所
総合研究実験棟（An棟）

４月１日（土）、８日
（土）、22日（土）、５月
13日（土）、20日（土）

３月９日（木）～

4月18日（火）～
6月9日（金）

5月12日（金）、18日
（木）、22日（月）、24
日（水）、29日（月）

4月14日（金）～7月
7日（金）

４月14日（金）～６月30
日（金）18:00～（５月５
日、５月26日、６月２
日を除く各金曜日）

第104回（平成18年春季）東京大学公開講座
「人口」
※1331号参照

総合研究博物館小石川分館
驚異の部屋―The Chambers of Curiosities

総合博物館常設展
『アフリカの骨、縄文の骨―遥かラミダスを望む』展

情報探索ガイダンス
※24ページ参照

高校生のための金曜特別講座（夏学期）

icclpblc@j.u-tokyo.ac.jp
FAX.03-5805-7143

法学政治学系総合教育棟101教
室
（通称：法科大学院ガラス棟）

５月13日（土）、６
月17日（土）、７月
15日（土）

法学部連続講演会「高齢化社会と法」

第33回生研イブニングセミナー
「情報エレクトロニクスの基礎と応用」

行事名 開催期間 場所 連絡先・ＨＰ等

ＵＴＵＴ
カフェカフェ

　ＵＴカフェは読者コメントを掲載するコーナーです。「学内広報」に掲
載された記事に関するご意見・ご感想をはじめ、学内の様々な事柄に関し
て常々思っていることなどを、気軽にお寄せください。
　投稿はＥメールで受け付けます。メールの本文に以下の項目を記入し、
下記アドレスまでお送りください。メールの件名は「意見」としてくださ
い。誌面への掲載はペンネーム・匿名が可能ですが、連絡用として投稿の
際には氏名・所属をご記入ください。

①氏名・所属　②連絡先電話番号　
③本名・匿名・ペンネームの希望
④タイトル（20字以内）　⑤本文（300字以内）

　「ＵＴカフェ」では、東京大学をテーマにした
「東大川柳」も同時募集します。優秀作は不定期
で「ＵＴカフェ」に掲載します。川柳の投稿の際
には、メールの件名を「川柳」とし、④に川柳を
ご記入ください（⑤はなし）。

「東大川柳」も同時募集
＜投稿先メールアドレス＞

＜記入項目＞

ご意見・ご感想投稿大募集！
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シンポジウム・講演会

一般ニュース

特別記事

NEWS

コラム

INFORMATION

部局ニュース

お知らせ

26 EVENT LIST

学内広報の一番の売りと言えば、淡青評論。短いながらも読み応え十分のエッセイばかりです
ね。今回の坂井先生の作品にはなんと、レニー・クラヴィッツが登場！　学問の話からロック
スターの話まで……この幅の広さが東京大学の多様性を象徴しているのです。いつかは淡青評
論をまとめて本にしたいと考える今日この頃。皆さん、まとめて読みたいと思いませんか？

（し）

◆ 表紙写真 ◆

02 平成18年度入学式

07 平成18年度大学院入学式

14 「学術俯瞰講義」第二弾：「社会の形成」
の開講

15 日台文化交流の作文で附属中等教育学校の
生徒２名が優秀賞受賞

16 教育学部附属中等教育学校
平成18年度入学式行なわれる

16 吉野正芳文部科学大臣政務官、
スーパーカミオカンデを視察

20 調達本部です　第７回

20 コミュニケーションセンターだより　No.16

21 Flags運動部紹介　No.13

22 植物医科学寄付講座設立記念シンポジウム
「植物医科学と環境保全型農業」の開催につ
いて

22 『野外活動における安全衛生管理・事故防
止指針』（冊子マニュアル）が出来ました！

23 第２回室内楽演奏会の開催

23 教育学部附属中等教育学校体育祭

24 保安教育『低温講習会』のお知らせ

24 情報探索ガイダンス　各種コース開催のお
知らせ

淡青評論
28 ロックンロール

平成18年度入学式風景（２ページに関連記事）

キャンパスニュース
17 平成18年度入学者数、決まる

18 平成18年度進学指導担当教員、決まる



菊地成孔と大谷能生の「東京大学のアルバート・アイラー」を読んでい

て、レニー・クラヴィッツのことをロックにおける「新古典主義」という

位置づけで紹介しているのが目についた。アルバム「ママ・セッド」をは

じめて聞いたころ、たしかにビートルズをはじめ、60, 70 年代の音楽の匂

いがした。違っていたのは、より端整で、そつのない音楽になっていたこ

とだろうか。

これは、音楽において、ジャンル化、アーカイヴ化、伝統化が進んでき

たことを述べているくだりに書かれている。どんどんと手法や技法が細分化し、マニエリスム化していくと

もある。技法上の蓄積が山のようにあって、あらゆる場面に的確に音を配置していくことができる。

よくできた音楽ならそれでいいという思いもあって、クラヴィッツの音楽も、僕は好きなのだが、いっぽ

うで、ロック・スターのイメージとは違うという感傷もある。ロックには、古いものを駆逐する、新しい

音／価値観の提示を期待してしまうのだろうか。だが、時代が進んで、新しいことを見つけ出す余地が狭ま

ってきたならば、これは難しい。

科学者の代表はと問われるならば、僕にとっては、小さいときのすり込みもあって、数学も語学も苦手で

音楽が好きなアインシュタインだ。だけど、そんなことも言っていられない。教育は重要な職務だから、き

ちんと数学を理解して優秀な学生に教えなくては。

それでも、ほんとうは、優秀な人には、たくさんのアーカイヴ群を効率よく仕舞い込んでいつでも的確に

取り出せることよりも、僕が想像もできなかったような新しい価値観を提示することを優先させてほしい。

だから、僕なんかよりも優秀に違いない東京大学の学生の皆さんに向かって、こんなことも知らないのかな

んてことは、ほんとうは、言いたくないのだ。

坂井秀隆（東京大学大学院数理科学研究科）

ロックンロール

No. 1335 2006年4月26日

東京大学広報委員会

〒113－8654
東京都文京区本郷７丁目３番１号
東京大学総務部広報課
TEL：03-3811-3393
e-mail：kouhou@ml.adm.u-tokyo.ac.jp
http://www.u-tokyo.ac.jp


